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大規模大学の研究力情報は誰が保守するのか
教育研究活動データベースの充実化の取り組み
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新・教育研究活動データベース

全学60部局から集めた10年分の年報（冊子）

スキャン・抽出された研究活動データ
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データベース

機関リポジトリ「紅」
（著者版PDFへのリンク）

JST researchmapとの統合

■ 研究情報システム(CRIS*1)とURA
京都大学の教育研究活動データベースは、入力項目として基本的なプロフィールの

ほかに文献（論文・著書・学会発表）、受賞（学会賞、褒章）、獲得資金（科研，助成，
共同研究）、各種委員歴（学会委員、査読委員、省庁・地方自治体の委員）、特許
等を備えている。 
研究情報システム (CRIS) は URA の活動を大きく加速し得る。 研究者へのプレア

ワード支援（資金情報の提供）・研究支援戦略の策定（大型資金獲得支援，大学ラ
ンキング向上）,産学官マッチング,新領域の創出支援（学際支援）…

京大の包括的な研究者データベース
■ 京大の研究者データベースを取り巻く状況

教育研究活動データベース強化プロジェクト

入力インセンティブ醸成のために 研究力分析に向けて
■ より広いvisibilityのために - 他データベースとの連携（進行中） ■ URA向け機能： 研究者個人にフォーカスした分析ツールの提供（案）

• URA のためのメモ機能の必要性： 研究者に関する付加情報を記録・共有
• 予測的分析の支援： これまでの共著歴・資金獲得実績等のタイムラインを視覚化

*1: Current Research Information System

?
データ入力

周知・入力依頼

• 入力しなかった場合の罰則がない → 未入力者が多数
• データが正規化されていない（重複多数） → 全学にまたがる分析が困難
• あくまで「教員自身が入力・管理するデータ」という位置づけ → 教員の負担が大きい

■ プロジェクト概要
各部局が発行する年報10年分をスキャンし、教育研究活動DBへ投入する。  

（全体として非効率だが、網羅的かつ教員の負担が少なく、事務フローの変更も不要）

■ 研究成果データ投入の流れ

■ プロジェクトの成果
• 論文件数の増加（のべ論文件数 , 概算値）

14.9万件　→　34.4万件
• 入力率の向上（1件以上の文献情報がある研究者 (常勤 )の割合 , 全体 3500人）

74.0％　→　93.4％
• 入力件数分布の変化 ( 縦軸：人数、横軸：件数 )

正規化（DOI 等の IDの付与、重複排除）

専用のデータ投入システムを開発研究者による確認

名寄せ（著者の自動推定）

外部データベースの参照

＊ 外部DBから京大著者の文献を取得
＊ 全文検索インデックスによるタイトル照合

(高速な照合アルゴリズム )
＋ 上位 n件との編集距離による一致判定
（低速，スキャンミス・誤入力に対処）

■ 研究者の反応
研究者自身が管理するデータを管理者側で「上書き（追加）」する試みであった

ため、学内では様々な反応が見られた。

• 意義は十分に理解できる。 （賛意）

• 自分で管理できているので、余計なことはしないで欲しい。 （オプトアウト方式の弊害）

• この学会発表は論文と同等の扱いである。種別を変更して欲しい。（本人確認の重要性）

• 書式が自分の入れていたものと異なる。元に戻して欲しい。（データ≠書式の周知不足）

• 入力データに間違いがあった場合に誰が責任を取るのか。（責任ラインが不明瞭）

■ 利用価値の向上 - 各種サービスの展開構想(案 )

2014/8
連携開始

各種申請書用
文献一覧出力

Webページ等への
データ流用

2014 年度
連携予定

自己分析のための
「研究史タイムライン」可視化

2013 2014 2015

入力支援：新規データを
外部DBから自動取得・通知

国際共著

国内共著

競争的資金獲得

（この視覚化は当室河本URAによる）

?

?

?

どのような支援が
可能か？

どのように
発展するだろうか？

本プロジェクト実施前
本プロジェクト実施後

（医員等非常勤含む5500人中：50% → 76.3%）
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